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前
の
諸
條
に
於
て
証
會
ご
は
何
ぞ
、
嫁
ご
は
何
ぞ
、
魁
は
何
の
爲
め
に
祭
㍊
す
る
か
に
就
き
古
典

の
記
す
ε
こ
ろ
、
後
考
の
解
離
、
腰
部
傳
の
及
ば
ざ
る
こ
こ
ろ
を
臆
漸
を
以
て
大
量
説
明
を
零
し
て

來
た
、
残
さ
れ
だ
問
題
は
嵐
に
は
如
何
な
る
種
類
の
も
の
が
あ
っ
た
か
、
赴
の
鼠
算
は
如
何
な
る
も

の
で
あ
っ
た
か
、
如
何
に
之
を
祭
祀
し
て
居
た
か
等
で
あ
る
。
先
づ
魁
の
種
類
に
つ
い
て
述
べ
や

う
。
孫
飴
譲
の
周
禮
正
義
の
大
司
徒
の
條
に
は
「
質
公
彦
の
就
の
種
類
に
園
し
て
記
載
す
る
此
の

條
の
疏
は
未
だ
充
分
ご
言
ふ
こ
ビ
は
出
來
な
い
、
魁
の
祭
り
は
公
私
に
通
す
る
も
の
で
あ
る
ご
論

じ
、
禮
記
の
戦
法
の
文
、
野
卑
子
の
禮
藤
里
を
引
用
し
大
司
徒
の
記
す
る
祉
緩
以
外
、
郷
州
途
縣
、
及
公

簿
釆
地
の
鄙
都
等
凡
そ
大
城
邑
の
所
在
に
も
亦
公
魁
が
あ
る
宮
人
に
馬
魁
が
あ
り
、
内
灘
の
注
に

市
に
も
冠
あ
り
ご
謂
へ
る
も
の
に
至
っ
て
は
尤
も
公
麿
の
細
な
る
者
で
あ
る
、
祭
事
に
言
ふ
置
証

は
私
魁
で
あ
る
」
ご
い
ふ
意
味
の
こ
ご
を
蓮
べ
て
居
る
。
此
の
公
冠
ビ
私
魁
こ
の
涯
別
は
昇
れ
を
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祭
祀
す
る
團
髄
が
屯
家
の
政
治
機
關
に
属
す
る
公
的
の
も
の
で
あ
る
か
、
叉
は
そ
れ
ご
は
關
係
な

し
に
或
る
範
園
内
の
土
地
に
特
り
湯
量
を
立
て
㌧
祭
る
こ
ご
を
得
な
い
階
級
の
低
い
人
々
が
集

合
生
活
を
な
し
て
居
て
其
の
團
膿
内
の
者
が
共
同
に
祭
飛
す
る
か
に
由
っ
て
爲
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。
此
の
分
類
は
鄭
玄
も
既
に
零
し
て
居
た
も
の
で
あ
ら
ふ
同
じ
く
孫
始
譲
の
周
濃
正
義
の

群
長
の
條
に
「
鄭
玄
の
意
に
謂
へ
ら
く
、
周
の
営
営
赴
あ
り
私
営
あ
り
公
赴
は
郷
州
縣
都
よ
り
断
ず
、

此
の
経
の
州
斌
是
な
り
、
其
の
私
斌
は
即
ち
大
夫
士
至
人
族
居
百
家
以
上
之
を
立
つ
る
こ
「
ご
を
得
．

祭
法
の
置
就
是
な
り
、
公
冠
の
祭
は
王
侯
及
治
民
大
夫
之
を
早
り
、
私
魅
の
祭
は
貴
家
大
族
之
を
主

る
－
：
…
」
ご
言
っ
て
居
る
が
郷
玄
は
元
來
四
獣
私
営
の
語
を
用
ひ
て
居
な
い
、
此
は
孫
胎
護
が
鄭
玄

の
意
を
勘
へ
て
言
っ
た
も
の
で
あ
る
、
筆
立
の
説
は
謹
記
の
祭
法
の
注
ε
し
て
残
っ
て
居
る
、
今
祭

法
の
本
文
を
見
る
に
「
王
難
二
幾
多
壷
レ
肚
日
二
大
群
鱒
王
自
学
立
7
証
β
主
量
司
諸
侯
爲
設
百
姓
　
立
ソ
平
日
一
層
社
『
諸

侯
自
爲
立
冠
β
侯
祇
御
大
夫
王
下
成
レ
群
立
〆
肚
日
＝
置
麿
鱒
」
ご
あ
る
、
此
に
よ
れ
ば
天
子
に
は
天
下
の
一
般

人
民
の
た
め
に
立
て
、
認
る
大
就
ε
、
天
子
自
身
の
た
め
に
立
て
㌧
㍊
る
王
斌
ご
が
あ
り
、
諸
侯
に

は
其
の
領
土
内
の
入
民
の
た
め
に
立
て
、
祀
る
國
冠
ご
、
諸
侯
自
身
の
た
め
に
立
て
、
賜
る
侯
杜

ご
が
あ
り
、
大
夫
以
下
は
特
り
魁
を
立
つ
る
こ
ご
を
得
な
い
の
で
大
勢
に
て
一
宇
を
立
て
》
祀
り
、

之
を
賛
し
て
園
地
ご
い
ふ
，
大
刷
、
王
国
、
國
肚
、
侯
髄
は
公
私
の
匪
別
か
ち
言
へ
ば
公
魁
で
、
麗
魁
は
私
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魁
で
あ
る
、
祭
法
の
文
で
は
大
就
は
群
姓
の
た
め
に
立
て
た
肚
ご
言
っ
て
あ
る
が
此
は
恐
ら
く
天

子
の
領
土
全
心
の
土
地
を
嫁
ご
し
て
認
っ
た
も
の
で
あ
り
、
國
澄
は
諸
侯
が
其
の
鎮
土
全
膿
の
土

地
を
紳
こ
し
て
認
つ
だ
も
の
で
あ
ら
ふ
、
王
杜
侯
冠
に
つ
い
て
は
後
に
論
じ
や
う
ご
思
ふ
○
此
の

経
文
に
つ
い
て
の
郵
玄
の
注
は
主
ご
し
て
置
魁
に
つ
い
て
爲
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
、
曰
く
「
大
夫
以

下
至
　
康
ム
大
夫
不
レ
得
市
立
冠
。
輿
民
族
居
百
家
以
上
、
鮒
共
立
＝
甦
今
時
里
肚
是
也
冒
百
家
以
上
聚

合
し
て
始
め
て
一
証
を
立
つ
る
ε
す
る
郵
玄
の
説
の
根
底
は
、
彼
の
時
代
に
あ
っ
た
里
魁
よ
り
類

推
し
た
の
で
あ
る
か
、
そ
れ
ざ
も
経
師
の
傳
承
に
基
い
π
も
の
で
あ
る
か
噺
定
す
る
こ
ご
は
毘
來

な
い
が
、
文
意
ざ
里
証
ざ
は
私
に
入
民
が
多
入
数
に
て
祭
齢
す
る
黙
は
同
じ
で
あ
る
と
鄭
玄
は
考

へ
た
の
で
あ
ら
う
。

　
里
祇
の
記
事
の
最
も
古
い
も
の
は
漢
書
恕
四
十
の
陳
李
傳
に
「
里
中
魁
。
露
命
レ
宰
。
分
レ
訪
露
均
。
里
父

老
日
、
善
陳
濡
子
之
爲
“
宰
、
命
日
嵯
乎
。
使
一
年
得
ツ
宰
　
天
下
赤
如
鵠
此
肉
一
尖
」
ε
あ
る
一
段
の
興
味
あ
る
記
述

の
心
あ
る
も
の
で
あ
る
、
通
魔
の
漢
紀
の
二
戸
の
こ
ご
を
書
い
て
居
る
虚
に
も
里
中
の
肚
の
宰
こ

な
っ
た
こ
ご
か
あ
る
，
輪
舞
の
胡
三
省
の
注
に
は
、
鄭
玄
の
注
及
輸
血
達
の
疏
を
引
い
て
居
る
、
喪
祭

法
の
血
球
達
の
疏
ご
胡
三
省
の
注
に
引
け
る
孔
疏
ご
の
大
意
を
述
ぶ
れ
ば
「
郷
玄
の
此
の
言
の
如

く
ば
鋼
の
政
法
で
は
百
家
以
上
で
あ
れ
ば
冠
を
立
て
る
こ
ざ
が
出
來
た
が
、
秦
漢
誌
面
は
大
夫
に
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あ
ら
す
ご
も
人
民
二
十
五
家
以
上
で
あ
れ
ば
肚
を
立
つ
る
こ
ご
が
田
來
る
や
う
に
な
っ
た
、
故
に

今
の
里
肚
ご
言
っ
た
の
で
あ
る
、
又
鄭
玄
に
月
命
に
民
．
に
命
じ
て
証
せ
し
む
ご
言
っ
て
居
る
の
は

秦
祉
を
言
っ
た
の
で
、
秦
よ
り
以
後
始
め
て
魁
を
立
て
る
こ
ご
が
出
湿
る
や
う
に
な
っ
た
」
ご
あ
る
、

此
等
に
よ
れ
ば
鄭
玄
は
祭
法
の
置
魁
は
彼
の
時
代
の
里
魁
に
浸
る
の
で
あ
る
が
、
置
去
は
大
夫
が

群
を
な
し
百
家
以
上
着
信
し
て
祭
畏
し
た
も
の
で
あ
る
、
里
肚
は
普
通
の
入
民
が
二
十
五
家
以
上

集
合
し
て
祭
㍊
す
る
も
の
で
、
秦
よ
り
以
後
に
行
は
る
、
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
ご
考
へ
た
の
で

あ
る
が
、
同
じ
く
後
漢
の
學
者
で
あ
る
許
愼
は
説
文
置
字
に
周
禮
で
は
二
十
五
家
に
て
耐
を
爲
る

ご
説
い
て
居
る
、
段
玉
算
の
注
に
は
風
俗
通
義
に
周
禮
説
に
は
二
十
五
家
に
て
肚
を
爲
る
但
だ
田

租
の
た
め
に
求
め
に
報
ゆ
ご
口
づ
て
居
る
、
許
愼
の
言
ふ
周
禮
ご
は
周
の
禮
説
で
あ
る
．
頁
達
、
杜
預

の
左
傳
に
注
し
、
高
誘
の
呂
覧
に
注
し
、
薄
青
の
五
行
志
に
注
し
た
も
の
は
皆
同
じ
で
あ
る
、
曇
子
春

秋
に
は
二
言
が
書
肚
五
百
里
を
以
て
管
仲
を
封
じ
、
呂
覧
（
呂
氏
春
秋
、
に
は
越
が
書
杜
三
百
里
を
以

て
墨
子
を
封
じ
．
史
記
に
は
特
に
書
魁
七
百
里
を
以
て
孔
子
を
封
ぜ
ん
ご
し
た
こ
ご
を
載
せ
て
居

る
が
、
皆
二
十
五
家
を
里
こ
な
し
里
に
祇
が
あ
る
、
故
に
三
歳
若
干
里
ざ
言
っ
た
ご
謂
っ
て
居
る
、
許

愼
は
風
俗
遜
義
に
「
周
禮
説
二
十
五
家
爲
レ
里
。
置
＝
魁
司
但
爲
二
田
租
一
報
レ
求
」
こ
め
る
も
の
に
肥
り
、
更
に
周

禮
の
野
人
の
地
方
逼
劃
が
鴬
野
に
雲
際
に
行
は
れ
た
も
の
こ
思
惟
し
て
、
書
士
を
上
の
如
く
解
し
、

　
　
　
　
祉
．
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曇
子
翌
秋
，
至
剛
春
秋
、
史
記
の
書
就
を
も
里
祉
ご
同
一
視
し
た
も
の
で
あ
ら
ふ
、
地
方
逼
劃
に
つ
い

て
周
部
の
大
司
徒
に
述
ぶ
る
こ
こ
ろ
ご
、
超
人
に
蓮
ぶ
る
ご
こ
ろ
ご
は
異
っ
て
居
る
、
大
司
徒
で
は

五
家
を
比
ε
な
し
，
等
比
（
二
十
五
家
）
を
間
こ
な
し
、
筆
削
百
家
）
を
族
こ
な
し
、
五
族
（
五
百
家
）
を
蕪
ε
な

し
、
五
蕪
（
二
千
五
百
家
）
を
州
こ
な
し
、
五
州
（
一
萬
二
千
五
百
家
）
を
郷
ご
な
す
ε
あ
る
、
鄭
玄
は
州
魅
の

祭
祀
の
記
事
か
ら
此
の
地
方
匿
劃
を
重
ん
じ
て
置
上
を
上
述
の
如
く
考
へ
だ
の
で
は
あ
る
ま
い

か
途
人
で
は
五
家
を
鄭
ざ
な
し
、
下
郷
三
ナ
五
家
）
を
里
ざ
な
し
、
五
里
（
百
二
十
五
家
）
を
鄭
こ
な
し
、
五

鄭
へ
六
百
二
十
五
家
〉
を
鄙
ご
な
し
、
五
鄙
（
三
千
百
二
十
五
家
）
を
縣
ご
な
し
五
縣
（
「
萬
五
千
六
百
二
十

五
家
）
を
途
ご
な
す
ご
あ
る
、
闘
も
里
も
同
じ
く
二
十
五
家
で
あ
る
、
叢
に
更
に
此
の
事
に
逸
す
る
孫

始
譲
の
説
を
紹
介
し
次
に
愚
見
を
述
べ
て
見
や
う
ご
思
ふ
、
孫
始
譲
の
爾
禮
正
義
の
脚
長
の
條
に

「
唱
法
の
郷
玄
の
注
、
及
孔
頴
達
の
疏
、
野
営
卑
し
の
説
を
引
き
た
る
後
に
、
但
し
経
に
主
文
な
き
も
風
俗

通
解
典
篇
に
は
引
い
て
周
禮
説
ご
作
し
て
居
る
、
蓋
し
此
の
経
の
奮
師
の
説
が
、
是
の
如
く
で
あ
っ

た
の
で
あ
ら
ふ
、
彼
に
糠
れ
ば
悶
里
二
十
五
家
は
邸
ら
魅
を
立
つ
る
乙
を
得
た
こ
す
る
の
で
あ
る
、

史
記
の
魯
世
家
の
集
解
に
賀
達
の
左
傳
の
注
を
引
け
る
も
の
、
哀
公
十
五
年
左
傳
の
杜
預
の
漂
、
呂

調
春
秋
早
大
篇
の
高
誘
の
注
、
漢
書
五
行
志
の
顔
師
古
の
注
に
臣
贋
の
説
を
引
け
る
も
の
、
管
子
小

県
篇
の
ヂ
注
、
史
記
孔
子
世
家
の
索
隠
苛
子
伸
翠
煙
の
楊
掠
の
注
の
説
並
べ
て
同
じ
く
、
商
子
賞
刑
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篇
に
里
に
書
写
あ
り
ご
云
ひ
、
楚
僻
の
天
問
篇
に
「
何
環
穿
自
温
。
丘
陵
愛
出
子
文
］
ご
云
へ
る
は
皆
閣

里
に
赴
を
立
つ
る
謹
で
あ
る
、
然
る
に
左
傳
の
哀
公
十
五
年
に
齊
が
衛
に
書
就
五
百
を
輿
へ
た
乙
、

曇
子
春
秋
内
篇
翼
下
に
、
齊
桓
公
が
書
就
五
百
を
…
以
て
筆
戦
を
封
ず
る
を
説
け
る
、
筍
子
仲
尼
篇
に

書
肚
三
百
ご
嘉
し
呂
氏
春
秋
高
義
篇
に
越
が
書
枇
三
百
を
以
て
墨
子
を
封
ず
る
を
説
け
る
、
更
記

孔
子
世
家
の
楚
の
昭
王
が
書
肚
七
百
里
を
以
て
孔
子
を
封
せ
ん
こ
し
た
ビ
あ
る
が
、
以
上
の
諸
書

の
云
ふ
所
の
書
肚
は
、
或
は
異
國
に
致
し
、
或
は
諸
、
臣
に
賜
っ
て
居
る
か
ら
、
當
に
都
鄙
釆
地
の
制
こ

な
す
べ
き
で
あ
る
、
都
鄙
の
制
で
は
丘
句
に
は
二
十
五
家
の
里
あ
る
を
得
な
い
、
戦
争
策
の
秦
策
に

之
に
導
車
の
地
を
賜
ふ
ご
云
っ
て
居
る
が
、
其
の
高
誘
の
注
に
は
邑
に
は
邑
祉
が
あ
る
，
二
肚
は
二

幅
で
あ
る
ご
言
っ
て
居
る
彼
の
邑
は
都
郡
四
井
の
邑
を
指
せ
る
に
・
似
て
居
る
、
左
傳
の
昭
公
二
十

五
年
に
菖
の
彊
よ
り
以
西
は
千
舟
を
致
さ
ん
王
を
請
ふ
ご
あ
る
が
千
肚
は
疑
ふ
ら
く
ば
亦
た
即

ち
千
邑
⑳
乙
で
あ
ら
ふ
若
し
然
ら
ば
、
郷
途
は
二
十
五
家
で
肚
を
立
て
、
都
鄙
公
邑
は
四
井
で
肚
を

立
て
だ
の
で
は
あ
る
ま
い
か
、
王
難
氏
春
秋
の
愼
大
篇
に
武
王
般
に
勝
ち
、
諸
大
夫
を
賞
す
る
に
書

杜
を
以
て
す
ご
云
へ
ば
周
初
已
に
聴
覚
が
あ
る
や
う
で
あ
る
縞
が
に
疑
ふ
の
は
置
祉
の
制
ご
間

里
の
魁
ご
は
同
じ
く
な
い
閣
里
の
二
十
五
家
で
就
を
立
て
る
の
は
恐
ら
く
晩
周
．
の
法
で
許
愼
の

辮
す
る
所
で
あ
る
、
経
師
の
蕾
義
で
は
あ
る
が
叛
意
の
從
は
な
い
こ
こ
ろ
で
あ
る
、
故
に
禮
記
の
郊

　
　
　
　
社
及
斌
倉
考
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
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特
牲
の
孔
頴
達
の
疏
に
は
周
の
政
法
で
は
百
家
以
上
は
杜
を
立
て
る
、
と
が
出
銭
る
、
秦
漢
以
來
は

大
夫
で
な
く
て
も
、
民
は
二
十
五
家
以
上
で
就
を
立
て
る
乙
が
出
來
セ
、
故
に
鄭
志
に
二
巴
に
民
に

命
じ
て
招
せ
し
む
ご
云
っ
た
の
は
，
秦
肚
を
謂
っ
た
の
で
あ
る
ざ
云
っ
て
居
る
、
秦
以
下
は
民
が
始

め
て
魅
を
立
て
る
芝
が
出
來
た
こ
説
い
て
居
る
、
案
ず
る
に
孔
頴
達
が
民
の
祉
は
秦
魁
ご
辮
じ
た

の
は
深
《
鄭
玄
の
旨
を
得
て
居
る
」
以
上
が
孫
始
譲
の
所
説
で
あ
る
が
、
結
局
鄭
玄
の
説
を
崇
敬
す

る
こ
こ
ろ
か
ら
三
里
に
説
を
立
つ
る
こ
す
る
説
が
多
数
で
あ
る
に
係
は
ら
す
、
爾
「
二
の
説
が
之

れ
を
地
方
蓬
劃
の
黒
幕
ご
考
ふ
べ
き
黙
を
有
す
る
に
よ
り
、
之
を
釆
地
の
制
ご
見
、
遽
に
鄭
玄
の
説

に
蹄
着
せ
し
め
て
居
る
孫
始
譲
は
能
代
に
出
て
卓
越
せ
る
考
謹
軍
営
で
あ
っ
て
、
警
語
正
義
は
彼

の
蓮
作
中
傑
出
せ
る
も
の
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
古
今
を
蓮
じ
て
年
三
研
究
上
の
最
高
灌
威
で

あ
る
、
此
の
條
の
所
説
に
於
て
も
引
起
の
該
博
ご
、
野
田
に
忠
實
な
る
ご
に
は
、
推
服
措
く
能
は
ざ
る

も
の
が
あ
る
が
、
然
し
自
分
は
全
く
此
の
説
に
盲
帯
す
る
乙
は
出
塁
な
い
、
里
就
に
就
い
て
の
意
見

を
濾
べ
る
前
に
、
書
肚
こ
い
ふ
言
葉
の
早
掻
を
掲
げ
や
う
ご
思
ふ
、
左
傳
の
哀
公
十
五
年
の
書
魁
五

が
之
を
簿
百
云
云
の
杜
預
の
注
に
「
二
十
五
野
里
｝
一
字
目
籍
レ
書
畑
野
レ
之
こ
ε
あ
る
、
二
十
五
家
が
一
冠
で

あ
る
籍
に
記
録
し
て
之
を
湛
致
す
る
ε
こ
ろ
か
ら
書
幅
ご
言
ふ
ご
杜
預
は
解
辛
し
て
居
る
の
で

あ
る
o
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原
始
支
那
人
は
土
地
に
魔
が
あ
る
ご
観
念
し
、
其
の
カ
は
入
間
以
上
ご
考
へ
、
之
を
祭
っ
て
幸
幅

が
與
へ
ら
れ
渦
災
の
輿
へ
ら
れ
な
い
こ
ご
を
所
些
し
た
も
の
で
あ
ら
ふ
ε
は
、
前
號
に
於
て
蓮
べ

た
こ
こ
ろ
で
あ
る
、
更
に
又
原
始
支
那
人
は
各
々
異
っ
た
土
地
に
は
異
っ
た
土
地
の
魔
が
棲
む
ご

考
へ
た
ら
，
し
い
、
周
代
及
其
以
後
に
中
墨
を
祀
る
風
習
が
あ
る
が
こ
れ
は
禮
西
郊
特
牲
の
孔
頴
達

の
疏
に
よ
れ
ば
土
地
の
紳
ご
あ
る
、
恐
ら
く
中
需
は
其
家
の
建
て
ら
れ
て
あ
る
土
地
の
融
を
祭
鷲

し
た
も
の
で
、
土
地
ビ
し
て
最
も
狡
き
も
の
に
宿
る
紳
で
あ
っ
た
で
あ
ら
ふ
、
下
露
は
全
く
家
族
的

の
土
地
の
帥
で
あ
る
が
、
幾
つ
か
の
家
族
が
集
合
し
て
、
譲
る
廣
さ
の
土
地
に
肚
會
的
生
活
を
警
む

最
も
荻
く
小
な
る
も
の
は
闘
里
で
あ
っ
て
、
闘
里
の
中
に
生
活
す
る
人
々
が
共
蓮
に
祭
記
し
た
土

地
の
紳
は
里
就
で
あ
っ
た
ら
ふ
、
從
っ
て
此
の
里
の
土
地
の
紳
を
中
心
こ
し
て
或
る
贋
さ
の
土
地

に
集
合
し
共
同
に
崇
逸
す
る
肚
會
團
髄
軌
間
里
が
、
古
い
支
那
の
赴
會
の
基
礎
腱
を
な
す
も
の
で

は
あ
る
ま
い
か
、
後
に
政
治
上
の
必
要
で
土
地
の
大
さ
を
計
量
す
る
時
、
之
を
軍
位
こ
し
て
数
へ
、
諸

書
に
記
さ
る
、
が
如
く
書
案
幾
何
ご
言
っ
た
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
ご
思
ふ
、
郵
亭
が
人
民
が
立

つ
る
里
枇
は
秦
よ
り
以
後
こ
い
ふ
の
は
里
肚
の
文
字
が
、
陳
雫
の
傳
に
始
め
て
見
ゆ
る
こ
こ
ろ
よ

り
記
録
の
最
始
を
以
て
事
實
の
起
源
ε
認
め
て
立
て
た
説
で
之
に
絶
封
に
信
服
島
す
る
乙
は
出
來

な
い
情
況
ん
や
露
華
を
里
証
こ
す
る
多
く
の
注
繹
家
の
説
が
あ
り
、
書
肚
の
文
字
は
周
代
の
典
籍
に

　
　
　
　
鮭
及
祉
會
考
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
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も
見
え
て
居
る
、
孫
始
譲
が
或
は
之
を
他
山
に
致
し
、
或
は
諸
臣
に
賜
ふ
た
ご
こ
ろ
か
ら
見
れ
ば
都

鄙
除
地
の
制
で
あ
る
ご
言
っ
た
の
は
、
里
魅
を
土
地
計
量
の
軍
位
ビ
見
徹
す
に
至
．
つ
た
後
を
言
っ

π
も
の
で
、
始
め
は
二
十
五
家
ご
限
定
す
る
必
要
は
な
い
が
、
其
に
近
い
数
の
家
族
が
集
合
し
て
一

部
落
を
な
し
、
其
の
部
落
が
共
蓮
に
崇
舞
す
る
土
地
の
紳
を
祭
る
た
め
に
赴
を
立
て
だ
も
の
で
あ

ら
ふ
里
よ
り
も
暑
い
地
方
寒
土
で
も
、
二
黒
ε
は
別
の
土
地
の
棘
を
祀
り
、
更
に
そ
れ
よ
り
廣
い
大

な
る
地
方
團
騰
で
は
男
芸
に
そ
の
土
地
の
帥
を
祭
る
こ
ご
こ
な
り
、
愚
管
認
証
大
士
等
の
就
が
生

じ
、
恰
も
三
階
の
村
里
，
郷
肚
、
縣
誉
田
の
系
列
に
似
た
る
も
の
が
あ
っ
だ
の
で
は
あ
る
ま
い
か
、
斯
る

瓢
か
ら
勘
考
し
て
、
書
社
は
周
代
以
前
よ
り
存
し
肚
會
團
膿
の
祭
肥
す
る
も
の
さ
し
て
最
初
の
も

の
で
あ
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
と
思
ふ
の
で
あ
る
。

　
大
肚
、
王
肚
（
或
は
帝
祉
國
赴
侯
祇
は
、
前
に
引
用
し
た
祭
法
の
外
に
藥
罐
の
猫
断
班
固
の
纂
し
た

自
欺
通
就
緩
篇
に
も
あ
る
、
濁
断
や
自
虎
通
の
就
穫
篇
に
は
、
以
上
の
赴
の
外
に
亡
國
の
肚
へ
或
は
誠

肚
，
或
は
喪
・
國
の
就
、
或
は
勝
國
の
肚
ご
い
ふ
）
を
要
り
、
天
子
諸
侯
は
併
せ
て
三
里
を
祀
る
ご
言
っ
て

居
る
、
然
る
に
後
漢
書
祭
認
志
の
下
の
証
穫
の
條
の
注
に
引
け
る
孔
竈
の
説
に
は
「
三
代
に
は
一
趾

を
祀
り
、
漢
及
び
魏
も
初
は
亦
π
一
就
を
認
っ
た
、
景
初
年
間
に
至
っ
て
遊
興
協
働
開
立
て
、
今
に
至

る
」
ビ
言
っ
て
居
る
が
、
孔
竈
の
説
は
何
に
糠
っ
て
立
て
た
が
不
明
で
判
断
や
自
序
通
の
説
を
覆
へ
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す
に
は
薄
弱
で
あ
る
、
天
子
諸
侯
が
三
就
を
祭
祀
す
る
こ
す
れ
ば
、
此
は
何
の
た
め
で
あ
る
か
、
亡
國

の
魅
を
瀧
る
は
如
何
な
る
理
由
に
基
く
か
に
就
い
て
は
、
前
出
の
古
り
の
部
に
詳
し
く
述
べ
て
あ

る
か
ら
弦
に
了
す
る
、
天
子
が
大
就
を
祭
り
諸
侯
が
國
冠
を
祭
る
こ
ε
は
、
天
子
な
り
諸
侯
な
）
が
、

其
の
領
有
す
る
毒
言
の
土
地
の
紳
を
祭
る
も
の
で
、
主
擢
者
こ
し
て
當
に
爲
す
べ
き
務
め
ご
思
は

れ
る
の
で
あ
る
が
、
天
子
が
自
ら
自
身
の
た
め
に
王
就
を
祭
り
、
諸
侯
が
侯
冠
を
祀
る
の
は
何
の
だ

め
で
あ
ら
ふ
か
、
此
の
疑
問
に
就
い
て
は
今
迄
の
経
學
者
は
少
し
も
言
及
し
て
居
な
い
、
叉
叢
に
臆

見
を
以
っ
て
す
れ
ば
、
天
子
が
王
就
を
祭
り
、
諸
侯
が
血
忌
を
祭
る
こ
ご
は
、
天
子
な
り
諸
侯
な
）
が
、

天
下
の
主
、
一
丁
の
君
に
な
ら
ざ
る
以
前
に
、
父
組
以
來
襲
群
の
土
地
に
於
い
て
祭
っ
て
居
た
土
地

の
紳
を
、
依
然
縫
績
し
て
祭
っ
て
居
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
、
古
代
の
支
那
人
は
己
れ
乃
至
は
己
が

種
族
の
領
有
す
る
土
地
に
宿
る
紳
ご
、
他
人
乃
至
は
他
の
種
族
の
住
す
る
土
地
に
宿
る
瀞
ご
は
異

る
も
の
で
あ
る
こ
の
意
識
が
存
在
し
て
居
た
も
の
＼
如
く
思
は
れ
る
こ
ご
は
、
添
乳
の
冠
を
立
て

る
理
由
を
述
べ
る
時
に
言
っ
た
王
祇
乃
至
は
懐
疑
は
天
子
及
諸
侯
の
家
、
或
は
種
族
特
有
の
土
地

紬
を
意
評
す
る
も
の
で
あ
ら
ふ
．
古
く
は
此
の
忌
地
紳
に
天
子
な
り
諸
侯
な
り
の
家
、
乃
至
は
種
族

の
も
の
は
、
特
別
の
親
し
み
を
有
し
、
特
に
彼
等
を
保
護
す
る
も
の
ご
考
へ
た
も
の
で
あ
ら
ふ
、
こ
れ

が
天
子
ご
し
て
王
魁
を
祭
り
、
諸
侯
を
し
て
侯
祇
を
祭
ら
し
む
る
理
由
ご
愚
考
せ
ら
る
る
の
で
あ

　
　
　
　
祉
及
祉
會
考
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七
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以
上
の
外
戦
時
出
征
の
際
、
特
別
に
祭
る
も
の
に
軍
肚
が
あ
る
が
、
之
に
就
い
て
は
巳
に
前
號
の

終
）
に
述
べ
て
あ
る
に
よ
り
略
す
る
、
蕪
に
土
地
の
紳
を
祭
る
場
所
帥
壇
に
於
て
、
土
地
瀞
の
主
こ

し
て
樹
え
た
る
木
に
因
っ
て
斌
の
名
こ
し
た
も
の
が
あ
る
、
荘
子
の
人
間
半
国
の
匠
石
が
齊
に
行

き
甲
掛
晒
に
至
っ
て
見
た
櫟
肚
、
及
漢
壼
肉
郊
泓
志
に
あ
る
高
租
が
薦
つ
た
豊
の
粉
楡
の
赴
の
如
き
は

其
の
著
し
い
も
の
で
あ
る
、
粉
楡
の
杜
に
つ
い
て
は
注
に
引
け
る
国
里
の
注
に
は
粉
塵
は
郷
の
名

ご
説
い
て
居
る
が
、
顔
師
古
は
以
一
…
此
樹
一
爲
一
鴫
野
一
也
。
野
立
レ
轡
型
レ
。
ご
言
っ
て
居
る
、
顔
師
古
の
説
の
方
が

從
ふ
べ
き
で
あ
る
ご
思
ふ
又
聖
書
の
無
電
篇
に
「
大
魁
甲
羅
。
束
冠
唯
栢
。
南
魁
男
子
。
西
肚
唯
∴
果
。
北
赴

唯
塊
」
ご
あ
り
、
白
虎
断
碑
穫
篇
に
も
此
の
文
を
捨
書
曰
く
ご
し
て
引
用
し
、
又
後
漢
書
祭
祀
志
の
注

に
或
人
の
説
こ
し
て
囲
王
魁
五
罪
め
り
，
大
願
は
中
門
の
外
に
あ
り
て
惟
松
、
束
枇
八
里
惟
栢
、
西
肚
九

里
惟
栗
、
南
証
七
里
見
附
、
北
魁
六
里
惟
穐
」
の
丈
を
掲
げ
て
居
る
が
，
こ
れ
は
旗
手
の
無
事
篇
の
記
述

ご
相
似
π
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
赴
に
柏
・
梓
・
松
栗
擁
等
を
樹
え
て
居
た
こ
ご
の
謹
櫨
に
な
る
、
而

し
て
説
文
国
字
の
段
玉
裁
の
注
に
は
若
し
松
を
以
て
証
こ
な
せ
ば
松
証
ご
名
く
ご
言
っ
て
居
る

（
氏
の
説
は
周
禮
大
司
徒
の
文
に
基
く
）
謀
れ
に
依
れ
ば
栗
肚
・
梓
証
・
栢
就
・
梶
魁
の
名
が
あ
っ
て
然
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゐ

べ
き
で
あ
る
、
此
等
の
樹
木
は
土
地
の
呈
露
の
宿
る
も
の
ご
考
へ
、
半
群
の
時
の
主
ご
し
た
も
の
で
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次
に
起
る
考
へ
は
魅
は
如
何
な
る
場
所
に
祭
祀
さ
れ
て
居
た
か
ご
い
ふ
こ
ご
で
あ
る
、
周
禮
の

春
官
小
宗
伯
に
、
小
宗
伯
は
「
國
の
紳
位
を
建
つ
る
乙
を
掌
り
、
証
穫
を
右
に
し
、
宗
廟
を
左
に
す
」
ご
あ

る
が
、
左
右
ご
は
如
何
な
る
場
所
の
左
右
で
あ
る
が
周
禮
の
本
文
で
は
不
明
で
あ
る
、
追
立
は
小
宗

伯
の
注
に
「
庫
門
の
内
、
獄
門
の
外
の
左
右
で
め
る
」
ご
言
っ
て
居
る
、
白
虎
通
の
肚
穫
篇
に
は
「
冠
緩
の

中
門
の
外
、
出
門
の
内
に
あ
る
は
何
ぞ
、
企
ん
で
之
に
親
し
み
、
先
租
ご
同
じ
き
な
り
、
中
門
の
内
に
置

か
ざ
る
ぱ
何
ぞ
、
之
を
敬
し
て
褻
濱
せ
ざ
る
を
示
す
な
り
」
ご
あ
る
、
叉
周
禮
の
大
司
徒
の
魚
肚
穫
を

公
彦
の
疏
に
も
中
門
の
外
の
右
邊
に
大
頭
大
藩
王
批
王
緩
を
設
け
、
又
鳴
門
の
屏
に
於
て
勝
馬
の

臨
く
」
ε
言
っ
て
居
る
、
然
る
に
孫
始
業
の
周
禮
正
義
に
は
「
大
証
の
所
在
は
鄭
玄
、
賀
公
彦
の
説
は
非

で
あ
っ
て
、
其
實
は
裏
門
の
外
、
癒
門
の
内
に
あ
ら
ね
ば
な
ら
諏
、
そ
れ
は
小
宗
伯
及
匠
人
の
疏
に
詳

し
く
出
て
居
る
、
王
命
の
所
在
は
経
に
は
召
文
は
な
い
が
、
祭
法
の
孔
頴
逮
の
疏
に
は
、
至
人
は
大
魁

ご
同
舟
に
あ
り
ビ
言
っ
て
居
る
か
ら
、
王
命
は
大
綬
の
西
に
あ
る
ご
説
い
て
居
る
、
崔
霊
恩
は
王
祉

は
籍
…
田
に
あ
り
、
書
影
ら
祭
っ
て
以
て
棄
成
皿
に
仕
へ
る
所
ご
言
っ
て
居
る
、
ム
ー
其
説
に
從
ふ
故
に
詩

　
　
　
　
証
及
融
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
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頚
に
「
春
籍
田
々
壷
涜
面
こ
ご
言
っ
て
居
る
の
は
是
で
あ
る
、
其
の
諸
侯
の
転
轍
も
亦
公
宮
の
右
に
あ

り
、
侯
赴
は
宮
田
に
在
る
、
案
ず
る
に
太
李
御
覧
の
禮
儀
部
に
、
五
経
瓶
義
に
計
画
は
籍
田
中
に
あ
り

チ
畝
の
た
め
に
功
に
報
ゆ
る
な
り
ご
言
ふ
言
葉
を
引
い
て
居
る
か
、
帥
ち
崔
氏
の
本
つ
い
た
所
で

あ
る
、
宋
書
の
風
説
に
王
粛
の
説
を
引
き
、
唐
書
の
章
叔
夏
の
議
に
皇
土
の
疏
を
引
い
て
居
る
も
の

も
賂
同
じ
で
あ
る
、
孔
語
誌
及
杜
佑
の
蓮
典
の
吉
禮
に
も
、
並
べ
て
其
の
義
に
從
っ
て
居
る
」
ご
言
ふ

意
昧
の
乙
を
述
べ
て
居
る
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
大
量
は
王
宮
の
潜
門
の
外
三
門
の
内
の
右
に
あ
．
り
、
王

宮
は
籍
田
の
中
に
あ
わ
、
諸
侯
の
國
魁
は
面
心
の
右
に
あ
わ
、
侯
冠
は
言
前
の
中
に
あ
っ
た
も
の
ご

言
へ
る
、
前
漢
書
の
郊
記
志
に
は
就
櫻
の
位
麗
に
つ
い
て
の
記
遽
は
な
い
が
、
後
漢
書
の
光
武
紀
の

建
武
二
年
の
條
に
「
正
月
壬
子
、
聾
喬
痢
叫
建
二
赴
穫
於
洛
陽
ツ
ご
あ
る
が
其
の
注
に
績
漢
志
を
引
き
赴
櫻

を
洛
陽
に
立
つ
、
宗
廟
の
右
に
あ
り
」
ε
言
ひ
又
後
漢
書
の
祭
飛
志
の
下
に
、
建
武
二
年
立
難
風
穫
干

雛
陽
幻
在
二
宗
廟
戯
画
忌
あ
る
、
光
武
帝
が
建
武
二
年
に
就
寝
を
建
て
た
時
は
周
禮
の
小
宗
伯
に
あ
る

壷
金
を
右
に
し
宗
廟
を
左
に
す
る
制
に
微
つ
た
も
の
ε
思
は
れ
る
、
就
櫻
ご
宗
廟
ご
は
王
者
に
よ

り
殆
ん
ご
同
機
の
奪
敬
を
以
て
取
扱
は
れ
て
居
た
も
の
で
あ
ら
ふ
、
臼
虎
蓮
に
は
中
門
の
外
、
外
門

の
内
に
立
つ
る
は
奪
ん
で
之
に
親
し
む
た
め
、
中
門
の
内
に
置
か
ざ
る
は
敬
し
て
褻
漬
せ
ざ
る
た

め
ご
言
っ
て
居
る
、
然
ら
ば
何
故
証
穫
を
右
に
し
宗
廟
を
左
に
し
た
の
で
あ
ら
ふ
か
、
細
心
の
用
意
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を
以
て
規
定
さ
れ
だ
ビ
二
者
に
よ
っ
て
考
へ
ら
れ
て
居
る
禮
の
上
の
こ
ビ
で
あ
る
か
ら
、
右
左
こ

い
ふ
こ
ご
を
輕
々
に
看
過
す
る
わ
け
に
は
行
か
な
い
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
藩
官
小
宗
伯
の
費
公
彦

の
疏
に
「
禮
記
の
祭
義
の
注
に
は
、
澗
は
左
を
術
ぷ
ご
言
ひ
、
叉
案
す
る
に
桓
公
二
年
に
郡
の
大
鼎
を

取
り
て
大
廟
に
塗
る
ご
あ
り
、
何
等
は
質
家
は
宗
廟
を
右
に
す
、
親
を
親
し
む
を
爾
び
、
文
家
は
肚
穫

を
右
に
す
、
尊
を
奪
む
を
慰
む
ご
云
へ
り
、
若
し
然
ら
ば
周
人
の
食
管
を
右
に
す
る
は
、
地
道
は
右
を

奪
ぶ
、
故
に
赴
櫻
は
右
に
あ
り
、
是
れ
奪
を
奪
む
を
爾
ぷ
の
養
、
此
れ
外
声
の
子
中
に
あ
る
者
、
赴
櫻
を

干
し
ご
な
す
に
擦
る
、
故
に
郵
玄
は
郊
男
望
に
注
し
、
國
中
の
紳
は
祉
よ
り
大
な
る
は
な
し
ご
云
へ

り
」
ビ
あ
る
、
賢
公
彦
は
何
休
の
説
に
よ
う
、
周
壁
ご
糊
代
と
で
宗
廟
を
爾
ぶ
か
魁
穫
を
省
ぶ
か
が
異

り
、
其
の
時
代
に
は
一
般
に
右
を
學
ぶ
に
よ
う
、
壁
代
に
は
宗
廟
を
右
に
し
周
代
で
は
冠
櫻
を
右
に

し
て
居
っ
た
ご
考
へ
た
や
う
で
あ
る
、
心
労
禮
の
上
で
質
家
こ
か
国
家
ご
か
言
ふ
が
質
家
ご
は
人

間
の
良
然
の
戚
情
を
主
に
し
て
禮
法
を
考
へ
、
又
か
く
し
て
制
定
し
た
禮
法
を
遵
奉
履
行
す
る
一

派
を
指
し
、
文
家
ご
は
勿
論
人
間
の
自
然
の
憎
愛
を
重
ん
ず
る
が
、
更
に
そ
れ
よ
り
も
大
な
る
「
道
」
に

よ
り
、
時
ビ
し
て
は
自
然
の
威
情
を
規
制
し
て
・
全
て
の
立
場
の
統
一
占
い
ふ
こ
ご
を
主
に
し
て
禮

法
を
考
へ
、
又
か
く
し
て
糊
塗
し
た
禮
法
を
遵
奉
履
行
す
る
一
転
を
指
す
の
で
あ
る
が
、
聖
代
の
禮

法
は
概
し
て
薗
然
の
斜
壁
を
主
こ
す
る
ご
こ
ろ
か
ら
、
時
ご
し
て
は
憐
れ
を
質
家
ビ
よ
び
、
町
代
の

　
　
　
　
祉
二
目
會
考
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
二



93，2

　
　
　
　
哲
學
研
究
第
七
十
入
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
二

禮
法
は
自
然
の
戚
情
を
抑
糊
し
て
統
一
的
の
立
場
に
立
っ
て
居
る
こ
こ
ろ
か
ら
、
文
家
ご
呼
ぶ
場

合
が
あ
る
、
何
休
の
噺
家
文
家
は
此
・
の
意
瞭
の
も
の
で
あ
ら
ふ
、
然
し
禮
學
上
文
質
の
逼
2
4
、
或
は
般

代
の
禮
は
如
何
岡
代
の
禮
は
斯
々
ご
言
ふ
議
論
は
、
禮
黒
馬
に
随
分
澤
山
見
え
る
が
．
其
の
議
論
に

絶
劉
の
信
用
を
措
く
こ
ご
は
出
摩
な
い
從
っ
て
芝
焼
の
此
の
議
論
も
之
れ
を
全
く
探
賊
す
る
こ

ご
は
臨
平
な
い
、
唯
何
休
及
頁
公
彦
の
説
に
よ
っ
て
、
周
代
で
は
宗
廟
よ
り
も
冠
覆
の
方
が
紳
こ
し

て
高
い
位
に
あ
り
、
之
を
祭
る
に
も
尊
い
位
澄
に
立
て
た
も
の
ご
推
察
し
得
る
、
此
の
時
代
紳
こ
し

て
最
も
高
い
地
位
を
富
む
る
も
の
は
天
地
の
瀞
で
あ
り
、
次
に
は
趾
櫻
宗
礪
次
に
は
七
㍊
こ
い
は

れ
る
中
の
諸
々
の
紳
で
、
第
一
の
も
の
を
祭
る
を
大
飛
、
第
二
の
も
の
を
次
㍊
、
最
後
の
も
の
は
小
祀

ご
順
序
づ
け
ら
れ
て
居
る
、
宗
廟
ε
肚
櫻
ε
は
同
凋
で
あ
る
が
趾
穫
の
方
が
梢
尊
い
も
の
ご
せ
ら

れ
て
居
た
や
う
で
あ
ろ
。
大
司
徒
の
頁
公
彦
の
疏
に
勝
國
の
枇
は
宗
廟
の
門
の
屏
に
あ
る
ご
言

っ
て
居
る
が
、
侯
証
以
下
の
公
就
及
概
魅
等
の
位
置
は
何
所
で
あ
る
か
明
文
が
な
い
墨
子
の
明
鬼

篇
に
叢
位
こ
い
ふ
言
葉
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
樹
木
の
脩
茂
し
て
居
る
趾
の
こ
ご
で
あ
る
、
此
の
叢
位

は
恐
ら
く
闘
里
の
外
の
田
中
に
あ
っ
だ
の
で
は
あ
る
ま
い
か
ご
思
は
る
、
今
日
、
我
國
の
村
里
の
鎭

守
が
田
畑
の
中
に
飛
ら
れ
て
あ
る
の
は
支
那
の
古
い
時
代
の
肚
壇
の
制
に
徴
っ
た
も
の
で
あ
る

ま
い
か
、
然
し
此
の
こ
ご
を
積
極
的
に
主
張
す
る
に
は
根
櫨
が
薄
溺
で
あ
る
。



93：S

　
更
に
趾
壇
の
制
に
つ
い
て
古
書
に
記
す
ε
こ
ろ
を
見
れ
ば
周
禮
の
大
司
徒
に
設
藪
ハ
七
並
之
燈
一

応
羅
紋
田
主
司
各
以
覧
ハ
野
三
所
レ
宜
木
司
途
以
多
其
肚
興
二
其
野
｝
ご
あ
る
、
鄭
玄
の
注
に
は
境
ご
は
壇
ご
媚

坪
な
り
ご
あ
う
、
又
周
禮
の
封
人
の
職
に
「
主
人
掌
レ
詔
　
王
之
肚
櫨
鱒
爲
一
尉
封
而
樹
レ
之
云
云
」
ご
あ
る
、
鄭
注

に
は
大
司
徒
の
注
ε
同
じ
く
縫
ご
は
壇
ε
垢
将
ご
を
謂
ふ
な
り
畿
上
に
封
あ
る
は
今
の
時
の
界

の
若
し
」
ご
言
ひ
、
質
公
彦
の
硫
に
は
「
王
の
三
盛
三
郷
の
壇
空
錠
の
外
の
四
邊
の
燈
を
皆
設
呈
す
、
微

の
み
言
っ
て
壇
を
言
は
ざ
る
は
、
外
を
あ
げ
て
内
を
表
は
す
、
内
に
壇
あ
る
知
る
べ
け
れ
ば
な
り
」
ご

説
い
て
居
る
、
察
醤
の
濁
断
に
は
「
天
子
之
魅
櫻
．
土
壇
方
。
廣
五
丈
、
諸
侯
牢
レ
之
“
ご
あ
り
更
に
「
天
子
大
魁

首
二
五
色
土
一
叢
レ
壇
皇
子
封
爲
レ
王
者
。
受
，
天
子
之
雷
干
哺
以
日
案
レ
封
之
方
色
司
東
方
受
レ
青
。
南
方
受
レ
赤
。
他
如
査
目
方

色
調
宜
海
事
自
茅
唱
授
ソ
之
。
各
一
塩
其
所
レ
封
方
之
色
岡
蹄
レ
國
以
立
レ
肚
。
故
謂
囎
乏
憂
。
湿
土
明
智
興
以
一
一
皇
子
一
封
爲
レ
王
者
得
臨

茅
土
葺
ハ
他
功
臣
並
置
並
並
姓
公
侯
．
各
以
ご
戸
数
租
入
一
面
レ
限
。
不
レ
軽
軽
土
。
亦
不
レ
立
レ
肚
也
逢
あ
る
が
、
質
公

彦
の
周
禮
の
封
人
の
硫
に
こ
れ
ビ
同
じ
意
味
の
こ
ご
を
言
っ
て
居
る
、
こ
れ
等
に
よ
れ
ば
、
肚
に
は

壇
ε
櫃
帥
媚
将
ご
樹
木
が
あ
る
こ
ご
が
．
明
で
あ
る
、
魁
に
樹
木
が
あ
り
、
其
の
冤
名
に
因
っ
て
肚
の

各
を
立
つ
る
こ
ご
は
、
前
節
に
も
已
に
柔
い
だ
、
壇
ご
は
土
を
封
ず
る
こ
ご
で
あ
る
植
ε
は
土
を
擁

す
る
名
で
あ
る
主
将
ご
は
卑
い
垣
で
あ
る
、
鰹
記
の
郊
画
調
に
、
潜
は
北
鋸
の
下
に
南
郷
す
ご
あ
る

が
、
面
罵
は
北
塘
…
ご
は
杜
内
の
北
培
で
あ
る
ご
」
ご
注
し
て
居
る
、
孫
始
譲
は
「
凡
そ
藤
壷
の
外
論
に
は

　
　
　
　
融
及
趾
會
考
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
三
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高
卑
の
爾
重
の
垣
が
あ
わ
、
外
部
の
四
望
を
蠣
将
ご
し
、
内
の
高
い
垣
を
塘
ご
な
し
、
垢
琢
は
宮
の
界

域
こ
し
、
塘
は
以
て
肚
の
塔
主
を
藏
す
る
」
ご
言
ひ
、
黄
以
下
は
魁
穫
に
は
四
獣
あ
り
て
、
外
は
環
ら
す

に
垣
を
以
て
し
、
其
の
垣
は
木
を
束
ね
て
之
を
鴬
り
、
塗
る
に
土
を
以
て
す
、
穀
梁
上
に
伊
野
の
杜
を

廟
の
屏
ご
な
し
，
屏
内
交
木
を
束
ね
て
外
之
を
塗
る
に
土
を
以
て
す
、
亡
國
の
祉
乱
塾
ε
な
す
べ
き

は
肚
の
艶
本
ビ
木
を
束
ね
て
土
を
塗
る
を
以
て
な
り
、
三
子
が
上
に
問
う
て
曰
く
、
挙
れ
趾
は
木
を

束
ね
て
之
を
塗
る
，
（
中
賂
V
之
を
与
す
れ
ば
其
の
木
を
嶢
か
む
こ
ご
を
恐
れ
、
之
に
灌
げ
ば
其
の
塗
を

敗
ら
ん
こ
ご
を
配
る
ご
、
是
其
の
謹
な
り
」
ご
言
へ
る
が
垣
は
木
を
束
ね
て
外
を
土
に
て
塗
っ
た
も

の
こ
見
え
る
。

　
白
虎
通
の
燈
緩
篇
に
「
泌
無
レ
屋
何
。
達
二
天
地
氣
哺
故
郊
特
牲
日
。
大
豊
穫
必
受
　
霜
…
露
風
雨
一
塁
塗
天
地
之

氣
］
ご
あ
る
今
日
支
那
の
魁
の
遺
物
に
は
宮
屋
の
あ
る
も
の
が
あ
る
そ
う
で
あ
る
が
、
此
の
記
事
か

ら
見
れ
ば
竹
屋
は
無
か
つ
だ
こ
言
へ
る
の
み
な
ら
す
、
哀
公
四
年
の
公
羊
傳
に
は
、
亡
國
之
旭
、
輩
聯

之
一
説
炉
得
硬
レ
亜
天
地
四
亥
以
爲
　
有
薗
者
戒
］
ご
言
ひ
、
雪
色
の
郊
層
雲
に
「
是
故
喪
國
之
赴
犀
之
。
不
レ
受
　
天

陽
岡
ご
あ
る
の
か
ら
察
す
れ
ば
、
亡
國
の
批
は
之
に
屋
し
て
天
田
を
受
け
し
め
な
い
、
天
子
の
大
肚
は

屋
せ
す
天
地
の
氣
を
自
由
に
受
け
し
む
る
、
天
子
の
大
溢
に
屋
せ
す
天
地
の
氣
を
受
け
し
む
る
は

置ハ

ﾌ
土
地
の
紳
が
天
地
の
氣
を
理
由
に
受
け
て
、
充
分
に
土
地
の
生
殖
を
助
け
、
亡
國
の
魅
に
屋
し
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て
天
地
の
氣
を
受
け
し
め
ぬ
は
、
其
の
土
地
の
生
殖
を
助
け
る
は
た
ら
き
を
絶
ち
、
其
．
の
カ
を
殺
ぐ

た
め
に
し
淀
こ
ご
で
あ
あ
ふ
、
後
漢
書
祭
祀
志
に
，
建
武
二
年
維
陽
に
冠
樫
を
立
て
た
る
時
も
事
な

く
只
衝
重
あ
る
の
み
こ
記
し
、
後
漢
書
光
武
紀
の
注
に
引
け
る
績
漢
書
の
丈
に
も
屋
な
く
、
培
門
あ

る
の
み
ビ
あ
る
、
こ
れ
は
郊
特
牲
、
聖
誕
［
調
号
の
記
事
ご
相
稻
ふ
も
の
で
あ
る
、

　
肚
に
樹
木
を
植
え
る
こ
ご
は
前
に
も
述
べ
た
、
大
司
徒
の
文
及
説
文
早
着
に
「
各
樹
】
其
仁
所
レ
宜
木
喝

縫
古
文
肚
也
ご
あ
う
、
白
虎
通
の
就
緩
篇
に
は
其
の
意
味
を
説
明
し
て
、
「
鴬
而
識
レ
之
、
使
讐
民
入
望
見
師
　

敬
之
一
事
所
山
脚
表
貿
功
也
」
ご
、
土
地
の
功
徳
を
威
謝
す
る
た
め
ご
、
人
民
に
之
を
望
ん
で
敬
意
を
表
せ
し

む
る
た
め
の
目
じ
る
し
ご
す
る
陀
め
に
樹
て
る
ご
言
っ
て
居
る
、
孫
始
源
は
樹
の
就
の
援
内
に
あ

る
は
、
紳
の
慧
依
す
る
ビ
こ
ろ
ご
な
す
、
故
に
之
を
主
こ
い
ふ
、
郎
ち
墨
子
の
明
鬼
篇
に
、
必
ず
木
の
脩

号
す
る
も
の
を
揮
ん
で
立
て
て
叢
位
こ
な
す
ご
い
ふ
叢
位
は
、
魅
稜
で
あ
り
、
戦
國
策
の
神
叢
ご
い

へ
る
も
の
は
是
で
あ
る
ご
言
っ
て
居
る
が
、
孫
民
の
如
く
之
を
紳
の
宿
る
も
の
ご
す
る
説
が
要
當

ご
思
ふ
、
自
虎
麺
の
説
明
は
あ
ま
り
に
宗
敷
的
意
義
を
没
却
し
て
居
る
聖
母
主
ご
し
石
を
用
ふ
る

こ
ご
を
周
燈
の
宗
伯
の
鄭
玄
の
注
に
言
っ
て
居
る
が
、
之
れ
を
要
す
る
に
肚
な
る
も
の
は
外
は
木

を
束
ね
土
に
て
塗
り
た
る
低
き
垣
根
を
以
て
界
域
こ
し
内
に
其
の
土
地
に
適
す
る
樹
木
（
或
は
松

戸
・
梓
塊
栗
等
㌧
を
植
え
又
壇
を
作
り
壇
の
周
園
を
塘
（
高
き
垣
）
を
以
て
め
ぐ
ら
し
て
居
っ
た
中
に
て

　
　
　
　
祉
及
祉
會
考
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
五

色
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山
ハ

も
天
子
の
肚
の
壇
は
五
色
の
土
を
以
て
封
じ
之
を
皇
子
を
封
じ
て
王
こ
な
す
ご
き
の
し
る
し
冠

も
た
。

山／蒐

　
赴
を
祭
る
は
、
普
通
に
は
農
業
に
黒
黒
し
、
百
穀
の
豊
稔
を
所
り
、
既
に
牧
著
す
れ
ば
、
之
が
戚
謝
の

念
を
表
は
す
た
め
で
あ
）
、
二
二
の
場
合
に
は
特
に
軍
趾
を
立
て
、
、
陣
中
に
於
て
軍
隊
を
守
護
せ

ん
こ
ご
な
旧
り
、
更
に
亡
國
の
癒
を
立
て
、
、
先
住
者
又
は
先
王
朝
の
祭
青
し
て
居
た
土
地
の
紳
を

新
住
二
又
は
新
王
朝
に
て
祭
る
こ
ご
は
已
に
述
べ
た
、
此
の
外
需
傳
の
荘
公
二
十
五
年
文
公
ナ
五

年
に
は
、
日
食
の
場
合
、
鼓
を
趾
に
打
っ
て
陽
を
以
て
陰
を
責
む
る
ご
言
っ
て
居
り
、
周
禮
の
大
町
に

「
國
有
二
至
心
天
災
輔
彌
祀
　
証
穫
｝
濤
祠
」
ご
あ
る
が
兵
遠
島
礪
水
文
等
の
場
合
に
之
を
瀧
っ
て
其
の
鍋
害

を
去
ら
む
こ
ご
を
所
つ
た
も
の
ざ
甘
え
る
、
日
食
の
場
合
祇
に
献
ず
る
の
は
陽
を
以
て
陰
を
攻
む

る
ご
説
明
し
て
居
る
が
魁
は
陰
類
で
あ
る
ご
古
代
の
支
那
人
は
考
へ
て
居
っ
た
ら
し
く
、
二
二
の

二
面
に
も
、
禮
記
の
郊
特
牲
に
も
、
自
説
通
に
も
其
の
叢
論
の
こ
ビ
を
言
っ
て
居
b
、
又
面
謡
い
の
は

周
忌
の
媒
氏
の
職
の
丈
に
、
男
女
の
黒
熱
は
之
を
二
品
の
祇
に
聴
く
こ
ご
を
規
定
し
て
あ
る
が
亡

國
の
魅
は
陰
中
の
陰
で
あ
も
’
、
男
女
間
の
訟
訴
沙
汰
は
陰
影
を
奪
ぷ
ビ
こ
ろ
か
ら
工
夫
さ
れ
π
も
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の
で
あ
ら
ふ
。

　
然
ら
ば
如
何
に
し
て
肚
を
祭
っ
て
居
た
が
、
自
虎
通
の
赴
穫
篇
に
は
「
王
者
は
自
ら
受
壷
を
親
祭

す
る
そ
れ
は
何
の
だ
め
か
ご
言
ふ
に
、
肚
は
土
地
の
紳
で
、
土
地
は
萬
物
を
生
じ
、
天
下
の
主
ご
す
る

所
で
あ
る
．
之
を
奪
志
す
る
か
ら
、
自
ら
祭
る
の
で
あ
る
」
ご
言
っ
て
居
る
、
天
子
が
親
ら
祭
る
こ
す
れ

ば
國
肚
侯
肚
は
諸
侯
が
自
ら
祭
り
、
其
以
下
の
官
学
は
夫
々
の
地
方
官
蕪
の
長
官
が
自
ら
祭
り
私

肚
は
其
群
或
は
間
男
の
奪
長
大
族
が
主
こ
な
っ
て
祭
る
が
當
然
ビ
思
ふ
、
周
禮
の
管
長
の
職
の
文

で
は
州
長
が
薦
官
憲
人
民
を
率
み
て
二
二
を
祭
る
こ
ご
を
規
定
し
て
あ
る
、
其
他
の
公
肚
を
主
こ

し
て
祭
る
者
を
掲
げ
て
な
い
が
州
赴
を
二
丁
が
主
こ
し
て
祭
る
こ
こ
か
ら
類
推
す
れ
ば
、
各
々
其

の
地
方
の
長
官
が
主
こ
な
っ
て
祭
っ
て
居
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
ご
思
は
れ
る
、
赴
を
察
る
季
節

に
つ
い
で
主
星
塾
長
の
買
公
彦
の
疏
に
は
、
春
ご
秋
ご
に
之
を
記
る
ご
言
ひ
、
藥
琶
の
濁
断
、
白
虎
通

の
杜
襲
撃
に
も
、
春
ご
秋
ご
に
祭
り
、
悲
の
濫
の
祭
り
は
百
穀
の
豊
稔
の
所
り
、
秋
は
牧
獲
載
謝
の
祭

り
ご
言
っ
て
居
る
、
然
る
に
後
戯
書
の
祭
祀
志
に
は
、
二
月
八
月
難
聴
月
と
一
年
三
度
祠
る
こ
ご
を

言
っ
て
居
る
、
此
の
場
合
は
特
別
の
も
の
で
一
般
に
は
春
ご
秋
ご
の
二
度
祭
る
こ
す
る
方
が
、
農
業

を
重
ん
ず
る
周
章
の
生
活
に
於
て
は
寧
ろ
姜
當
ご
思
は
れ
る
の
で
あ
る
、
二
月
八
月
に
記
る
こ
し

て
如
何
な
る
日
を
揮
ん
だ
か
、
禮
記
の
月
命
に
は
吉
日
を
揮
び
民
に
杜
を
命
ず
ご
言
っ
て
居
る
が
、

　
　
　
　
靴
工
勅
會
考
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
七
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八

一、

鼬
雌
?
月
の
吉
日
（
或
は
元
日
）
は
如
何
に
し
て
定
む
る
か
、
魂
呼
の
郊
特
牲
に
日
用
レ
甲
。
用
肩
之
始
一
也
…

ご
あ
り
、
手
記
の
月
會
の
擁
立
の
注
に
は
、
「
祀
レ
祉
日
用
レ
師
管
あ
る
郎
判
こ
し
て
は
十
干
の
最
初
の
日

を
用
み
た
も
の
ε
思
は
れ
る
何
故
最
初
の
日
を
用
ふ
る
か
に
就
い
て
鼎
立
は
郊
特
牲
の
注
に
國

中
の
紳
ε
し
で
は
魁
穫
よ
り
貴
い
も
の
は
な
い
か
ら
最
初
の
甲
日
を
用
ふ
る
ご
言
っ
て
居
る
。

　
斌
を
祭
る
場
合
如
何
な
る
犠
牲
を
供
し
て
居
た
か
、
血
書
召
諮
に
よ
れ
ば
新
邑
（
洛
邑
）
に
回
し
た

る
時
は
、
牛
一
、
羊
一
、
家
】
を
供
し
た
、
こ
れ
は
帥
ち
静
心
で
あ
る
、
撮
記
の
激
特
牲
に
も
謹
直
は
太
牢

ご
あ
り
、
藥
琶
の
無
断
に
は
「
天
子
の
耐
緩
は
皆
出
牢
、
諸
侯
の
肚
穫
は
皆
少
牢
」
ビ
言
ひ
，
荘
公
二
十
三

年
公
羊
傳
の
何
休
の
注
に
ば
「
天
子
は
三
牲
を
用
ゐ
、
諸
侯
は
羊
球
を
用
ふ
」
ご
言
っ
て
居
る
が
、
濁
断

の
記
事
と
一
致
す
る
、
後
漢
書
の
六
義
志
に
も
肚
程
を
祭
っ
た
時
太
牢
の
具
を
用
み
た
こ
あ
る
、
然

る
に
白
虎
通
の
電
命
篇
に
は
、
宗
廟
は
太
古
で
あ
る
が
、
杜
緩
は
少
牢
ご
あ
る
」
ご
言
っ
て
居
る
、
こ
れ

は
漢
画
に
孝
道
の
盛
に
唱
へ
ら
る
る
こ
こ
ろ
か
ら
、
白
虎
観
に
集
ま
っ
た
學
諭
達
が
時
代
思
潮
に

鑑
み
租
先
を
飛
る
宗
廟
の
禮
の
犠
牲
を
肚
緩
の
そ
れ
よ
り
高
く
し
π
の
で
は
あ
る
ま
い
か
が
く

階
級
に
よ
っ
て
血
肉
に
等
級
を
つ
け
る
は
身
代
で
も
寧
ろ
後
の
時
代
で
、
未
だ
完
成
の
域
に
達
せ

す
、
之
れ
が
施
行
の
普
及
し
な
か
っ
た
時
代
に
は
、
土
地
の
欺
況
に
よ
）
比
較
的
獲
易
き
も
の
或
は

紳
の
將
に
喜
ぶ
も
の
ご
思
惟
し
た
も
の
を
供
し
．
太
牢
少
牢
の
遍
別
は
な
か
っ
た
も
の
で
は
あ
る
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ま
い
か
、
郊
特
牲
に
「
唯
翁
魁
墨
國
人
爵
作
を
あ
る
、
魅
の
祭
の
犠
牲
は
海
人
が
畢
く
凝
し
て
田
猿
を

食
し
得
た
る
獲
物
を
供
し
必
ず
し
も
後
代
の
如
く
牛
家
蚕
に
は
限
ら
な
か
っ
た
も
の
で
は
あ
る

ま
い
か
、
肚
紳
に
肉
を
供
す
る
時
は
之
を
昼
部
大
渡
に
盛
っ
た
の
で
杜
肉
の
こ
ご
を
別
に
歴
ご
言

っ
た
や
う
で
あ
る
、
関
公
二
年
の
左
上
に
帥
レ
師
春
。
受
二
戸
干
廟
下
受
ピ
唇
干
証
ぜ
あ
り
、
成
公
十
三
年
左
傳

に
「
成
子
受
「
贋
於
魅
叩
不
敬
」
ご
あ
り
、
説
文
歯
面
の
賑
の
字
の
下
に
「
肚
肉
盛
乏
以
レ
歴
故
謂
乏
帳
失
子
所
　

以
親
遺
二
同
姓
四
」
ご
あ
る
の
が
其
の
謹
櫨
で
あ
る
、
枇
を
祭
っ
た
時
供
し
た
肉
は
天
子
な
れ
ば
之
を
同

姓
の
諸
侯
に
遺
つ
だ
も
の
こ
見
え
る
、
然
し
こ
れ
は
説
文
解
字
の
み
に
あ
る
説
で
他
に
な
い
か
ら
、

之
を
誌
代
に
及
ぼ
す
こ
ご
は
不
可
能
で
あ
る
、
周
面
の
器
官
大
宗
伯
に
以
　
直
焼
察
昌
路
面
五
記
五
鎌

ご
あ
る
の
は
、
生
の
血
の
臭
の
す
る
肉
を
供
し
た
こ
ご
で
、
贋
も
恐
ら
く
生
肉
の
血
の
滴
る
や
う
な

の
で
あ
っ
た
ら
ふ
○

　
周
禮
の
地
官
敵
人
ご
は
宮
号
鼓
最
二
批
墾
」
ご
あ
る
が
、
露
鼓
ご
は
六
面
の
鼓
で
あ
る
、
春
秋
及
左
傳

の
日
食
の
時
、
鼓
を
醗
に
打
つ
こ
ご
を
も
併
せ
て
考
へ
る
ビ
、
肚
の
祭
に
は
し
き
り
に
．
鼓
を
打
ち
鳴

ら
し
て
、
紳
意
を
な
ぐ
さ
め
ば
げ
ま
し
、
祭
る
人
々
の
意
志
を
之
に
よ
っ
て
通
じ
さ
せ
よ
う
ε
し
た

の
で
あ
ら
ふ
ご
思
は
れ
る
、
第
一
飾
に
掲
げ
た
元
曲
の
就
會
の
記
事
の
中
に
も
鼓
を
打
つ
こ
ご
が

あ
み
、
外
に
紙
銭
を
焼
き
、
酒
宴
を
催
す
こ
ご
も
あ
る
が
、
こ
れ
が
民
間
の
實
際
の
魁
の
祭
り
で
、
斯
る

　
　
　
　
騨
及
勲
會
考
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
九
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〇

風
習
は
年
代
を
経
て
も
さ
し
て
墾
化
を
受
け
な
い
も
の
で
あ
る
か
ら
、
此
標
な
祭
り
の
仕
方
が
す

つ
ご
昔
か
ら
連
績
さ
れ
て
居
た
も
の
で
あ
・
ら
ふ
。

　
元
期
，
此
の
論
文
の
意
圓
は
魅
會
め
語
を
雑
筆
す
る
の
が
主
で
、
併
せ
て
祇
ご
は
何
ぞ
や
こ
い
ふ

こ
ご
に
立
入
っ
て
研
究
し
た
の
で
あ
る
、
以
上
の
所
述
に
よ
っ
て
要
論
す
れ
ば
、
証
會
ご
は
土
地
の

紳
を
祭
記
す
る
た
め
に
其
の
土
地
の
紳
を
崇
聴
す
る
範
園
の
地
方
の
人
民
が
、
土
地
の
紳
を
祭
る

降
場
に
會
合
す
る
こ
ご
で
、
此
等
の
人
民
の
集
合
は
、
春
秋
二
季
の
或
る
定
ま
っ
た
日
に
一
時
的
に

な
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
．
祭
記
が
絡
れ
ば
又
散
す
る
の
で
あ
る
、
斯
く
言
へ
ば
．
肚
黒
鯛
に
て
言
ふ

趾
會
の
意
味
ご
大
に
違
へ
る
を
知
る
で
あ
ら
ふ
。


